
原材ྋ調達段階、生産段階、ླྀ通段階、使༽・維持管ཀྵ段階、ഉ棄・リサイクル段階、全ラ
イフサイクル段階を対象とし、従པのなたね་とർ較した際の、モデルవะにおける 1 ೧
間の使༽ྖあたりの CO2 ഋ出削減ྖを算出した結果、「長調ಚಛ®」キャノーラ་のライフ
サイクル全体におけるCO2ഋ出ྖは、従པのなたね་とർ較して削減ི 20％であると算定
されました。（食材調ཀྵ時の་の加೦にかかる環境ෝ荷は算定に含まれていません）。  
 

エコリーフ環境ラベルプログラムの詳細は下記ご参照ください。 

https://ecoleaf-label.jp/  

 

 
 
 
 
 
 

※ロビボンドૻ౦ੑにより1 インチセルにて೾定

モデル૲๘にお
ける1年間の๐
げఅઞ用୤の઴
定૖੯

取りඞう୫౫఺びフライヤーઍ୤の౮なる一ಹ外୫૲4૲๘において๐げఅのઞ用にൣう౦調の૗化について調査を実઱した。୫用೘੟

అ࿫PCRのဟരછDにజい、౦調※のகが100になった時点でఅをઐఌするものとし、4૲๘における౦調100になるまでの日ਯの਴಑
கを੦に、୷しఅをઅൟした上でモデル૲๘における1年間の๐げఅઞ用୤を௓ੑした。
＜૥ୡ૲๘の໪要＞

௬੼対଴

「長調੭೉」キャノーラఅ AJINOMOTO さらさら®キャノーラఅ

ૻຎ対଴

＜キャノーラఅとのૻຎ＞
本ଲષはキャノーラఅ（CFP്੉ఃஈ୞ಀ：）に対してା౦が進みにくい્ඉを੅っています。その્ඉを౷まえ、モデ
ル૲๘における1年間の๐げఅઞ用୤をキャノーラఅとૻຎし、年間のఅઞ用୤に対するCO2ൾ出୤を઴定しました。

＜算定条件＞

ඨ目

ଲષ੡

CO2ൾ出୤の
઴定方法

୫用೘੟అ࿫PCRのဟരછDに੦づき઴定した。
なお、୫౫調理時のఅのਸ೸にかかる୭୆଀෰はஅまれていない。

⋈算定結果に関する追加情報

1年間の๐げఅ
ઞ用୤
CO2ൾ出୤
（ଲષあたり）
CO2ൾ出୤
（モデル૲๘に

౦調が100にな
るまでの日ਯ

2,630kg-CO2e/年

　「๐げఅの機ચ」のํ୵についてはઞ用後の๐げఅの౦調によって೾定するものとし、౦調の୷౮のૻ૨（ା౦೪制
૨）を「๐げఅの機ચ」のํ୵の୷౮とした。౦調は4 ૲๘で実೾し、その਴಑கを఼用した。
　「๐げఅの機ચ」のํ୵は੗஘なઞ用૖੯の୶஭を受けて૗わり੭るため、૭ચな଒り੗஘なઞ用૖੯下でのデータ取
੭を目੐した。఻体的には、調査対଴とした４૲๘について、取りඞう୫౫やフライヤーઍ୤に一定の୷が出るよう選උ
するなどੵ୏した。

13.9日 10.6日

596.9L 743.0L

63.8kg-CO2e 63.7kg-CO2e

2,116kg-CO2e/年

81%

7%

5%
0%

7%
①原材料調達

②生産

③流通

④使用䞉維持管理

⑤廃棄䞉䝸䝃イク䝹

༴げ෼の種ྪ 外食వA 外食వB 外食వC 外食వD

鶏の౞༴げ ✓ ✓ ✓ ✓
天ぷら ✓ ✓ ✓
とんかつ・チキンカツ ✓ ✓
フライ・コロッケ ✓ ✓
フライドポテト・素༴げ ✓ ✓ ✓ ✓
フライヤー༲ྖ 25L×2 10L 15L×2 20L×2

CO2の「見える化」 

カ䞊䝪䞁䝣䝑䝖䝥䝸䞁䝖 

https://ZZZ.ecoleaf-label.jp 
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